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ネットワークトポロジの例

グリッドネットワークトポロジ

グリッドネットワークのみを設定すると、最もシンプルなネットワークトポロジが作成
されます。

グリッドネットワークを設定するときは、各グリッドノードの eth0 インターフェイスについて、ホスト IP ア
ドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイ IP アドレスを確立します。

設定時に、グリッドネットワークサブネットリスト（ GNSL ）にすべてのグリッドネットワークサブネット
を追加する必要があります。このリストには、すべてのサイトのすべてのサブネットが含まれ、 NTP 、 DNS

、 LDAP などの重要なサービスへのアクセスを提供する外部サブネットも含まれます。

インストール時に、グリッドネットワークのインターフェイスでは、 GNSL に含まれるすべてのサブネット
に静的ルートが適用され、設定されている場合はノードのデフォルトルートがグリッドネットワークゲートウ
ェイに設定されます。クライアントネットワークがなく、グリッドネットワークゲートウェイがノードのデフ
ォルトルートである場合、 GNSL は必要ありません。グリッド内の他のすべてのノードへのホストルートも
生成されます。

この例では、 S3 および Swift クライアント要求と管理機能およびメンテナンス機能に関連するトラフィック
を含むすべてのトラフィックが、同じネットワークを共有しています。

このトポロジは、外部では使用できない単一サイト環境、コンセプトの実証環境、テスト環
境、またはサードパーティのロードバランサがクライアントアクセス境界として機能する場合
に適しています。可能な場合は、グリッドネットワークを内部トラフィック専用にします。管
理ネットワークとクライアントネットワークの両方に、内部サービスへの外部トラフィックを
ブロックするファイアウォール制限が追加されています。グリッドネットワークを使用した外
部クライアントトラフィックの処理はサポートされていますが、この使用によって保護レイヤ
が少なくなります。
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管理ネットワークトポロジ

管理ネットワークの使用はオプションです。管理ネットワークとグリッドネットワーク
を使用する方法の 1 つは、ノードごとにルーティング可能なグリッドネットワークと境
界で保護された管理ネットワークを設定することです。

管理ネットワークを設定するときは、各グリッドノードの eth1 インターフェイスについて、ホスト IP アドレ
ス、サブネットマスク、およびゲートウェイ IP アドレスを確立します。

管理ネットワークは各ノードに一意にすることができ、複数のサブネットで構成することができます。各ノー
ドで Admin External Subnet List （ AESL ）を設定できます。AESL リストには、各ノードの管理ネットワー
ク経由で到達できるサブネットが表示されます。AESL には、 NTP 、 DNS 、 KMS 、 LDAP など、管理ネッ
トワーク経由でアクセスするすべてのサービスのサブネットも含める必要があります。AESL に含まれるサブ
ネットごとに静的ルートが適用されます。

次の例では、 S3 および Swift クライアント要求とオブジェクト管理に関連するトラフィックにグリッドネッ
トワークが使用されています。一方、管理機能には管理ネットワークが使用されます。
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クライアントネットワークトポロジ

クライアントネットワークの使用はオプションです。クライアントネットワークを使用
すると、クライアントネットワークのトラフィック（ S3 や Swift など）をグリッドの内
部トラフィックから分離できるため、グリッドネットワークのセキュリティを強化でき
ます。管理ネットワークが設定されていない場合、管理トラフィックはクライアントネ
ットワークまたはグリッドネットワークのどちらでも処理できます。

クライアントネットワークを構成するときは、構成済みノードの eth2 インターフェイスについて、ホスト IP

アドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイ IP アドレスを確立します。各ノードのクライアントネッ
トワークは、他のノードのクライアントネットワークとは独立している可能性があります。

インストール時にノードのクライアントネットワークを設定すると、インストールの完了時にノードのデフォ
ルトゲートウェイがグリッドネットワークゲートウェイからクライアントネットワークゲートウェイに切り替
わります。クライアントネットワークをあとで追加した場合、ノードのデフォルトゲートウェイが同じように
切り替わります。
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次の例では、クライアントネットワークが S3 および Swift クライアント要求と管理機能に使用され、グリ
ッドネットワークが内部のオブジェクト管理処理専用となっています。
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3 つのネットワークすべてのトポロジ

3 つのネットワークをすべて組み合わせて、プライベートグリッドネットワーク、サイ
トごとに境界を設定した管理ネットワーク、およびオープンなクライアントネットワー
クで構成されるネットワークトポロジを構成できます。ロードバランサエンドポイント
と信頼されていないクライアントネットワークを使用すると、必要に応じてセキュリテ
ィを強化できます。

次の例では、

• グリッドネットワークは、内部のオブジェクト管理処理に関連するネットワークトラフィックに使用され
ます。

• 管理ネットワークは、管理機能に関連するトラフィックに使用されます。

• クライアントネットワークは、 S3 および Swift クライアント要求に関連するトラフィックに使用されま
す。
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